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（出所）OECD National Acountsより作成

１．テクノロジートレンド
⽇本において介護⼈材は深刻な⼈⼿不⾜が課題となるなか、健康・社会福祉サービスの労働⽣産性指数
（注：2000年を基準とした変化率）をみると、⽇本の⽣産性は徐々に低下している。

健康・社会福祉サービスの労働⽣産性指数
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１．テクノロジートレンド

デジタル・トランスフォーメンション（DX）の変遷

サイバーフィジカルシ
ステム(CPS)での勝負
がはじまる

DX：ITの浸透が⼈々の⽣活のあらゆる⾯でより良い⽅向に変化させることを意味する概念
CPS：リアル空間とサイバー空間を融合
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１．テクノロジートレンド

価値の重⼼がデータを活かしたサービスに移動
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１．テクノロジートレンド

サイバーフィジカルシステム(CPS)が新たな産業を創出
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１．テクノロジートレンド
サイバーフィジカルシステム(CPS)を構成する主要技術の活⽤分野

現状
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⾃動運転

ディープラーニング（深層学習）
の普及で進展。画像認識、翻
訳などの分野で⼈間と遜⾊のな
い性能を実現

⾼い認知、交流能⼒を持つAIが実⽤化。
・対⼈コミュニケーション、翻訳能⼒の向上
・AIによる労働⼒の代替

スマートフォンなどの通信⽤途が
中⼼。⼯場、モビリティ、医療、
インフラでのIoTは実現途上

機械ではないモノのIoT化
（紙やセンサーへのセンサー内蔵、
⼈体への埋め込み）

産業ロボットが柵を設けずに⼈と
協働可能となる（規制緩和）

産業⽤のみならず家庭や社会でロボットの
活⽤が⼀般化（感情を持つロボット）

仮想通貨、国際送⾦などの分
野で活⽤が進む

不動産登記、農産品のトレーサビリティなど
⾦融外での分野での利⽤

導⼊初期
テレワークや地⽅での起業など新しいビジ
ネスチャンスが⽣じる

（⽇本）⾼速道路での⾃動運転⼀般道での⾃動運転
（備考）EYACC資料など



テクノロジー活用事例テクノロジー活用事例
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３．おわりに

［デンマーク］⾼齢者医療福祉三原則

（備考）各種資料により作成

１．⼈⽣における継続性の尊重

２．⾼齢者の⾃⼰決定権の尊重

３．残存能⼒の活⽤

テクノロジーの導⼊

プラットフォーム
（データの収集）

社会実装 サービスデザイン
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